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京都大学大学院
地球環境学堂・学舎・三才学林

の紹介

地球環境学堂長・学舎長 勝見 武



地球環境問題は複雑多岐にわたっており、真理探究の側面と、

問題を解決する実践的側面とを有している。したがって、

• 学問としての先見性、深さと広がりを備えた

「地球環境学」を開拓しうる高度な研究者

• 地球環境を持続可能な形態で改善・維持・管理する能力を有し、

地球レベルから地域レベルにわたる

具体的問題を解決しうる高度な実務者

の双方が求められている。

→ 地球環境学堂・学舎の設立
（京都大学全学の基本理念： 地球社会の調和ある共存への貢献）

地球環境問題の解決のために・・
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地球環境学堂・学舎の概要
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2002年4月設立、様々な分野の教員が参画する学際大学院
 法・政策学、経済学
 工学 （環境工学、土木工学、工業化学、建築学 etc.）
 理学 （大気環境化学、生物工学 etc.）
 農学 （土地利用、生態学、景観保全 etc.） など

教員数47名
 教授19名、准教授15名、講師1名、助教12名
 加えて、他研究科・研究所の教員が兼担・協働教員として参画

学生数189名 （2021年4月現在、博士86名、修士103名）

修了生907名 （博士212名、修士695名）



地球環境学堂・学舎の組織
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地球環境学堂 － 教職員の所属組織
 3つの学廊－地球益学廊、地球親和技術学廊、資源循環学廊
 約6割の教員・研究室は5～10年ごとに交代（流動分野）

地球環境学舎 － 学生の所属組織
 地球環境学専攻 （博士課程）
 環境マネジメント専攻 （修士課程と博士課程）

三才学林－ 研究教育支援組織

協働分野 （他の研究科、研究所との協働体制）

地球環境学堂に所属する教員の全員が、学舎の2専攻両方の
教育にあたっています。



三才学林 － 研究教育支援組織
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SANSAI Newsletterのバックナンバーは
ホームページから閲覧可能

「三才」とは天、地、人、つまり現象界全体を、

「学林」とは学問する人びとの集う処を意味します。
三才学林は、天地人の調和が地球規模で明るく

保たれているという文明のありようとその実現へ
の道を、学内外にまたがる対話のなかで考える
ことを目的とします。（HPより）



三才学林 － 「地球環境フォーラム」開催例
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三才学林 － 「はんなり京都嶋臺塾」開催例
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地球環境学舎と、カリキュラムの特色
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 幅広い学問分野の教育機会を提供

 従来の自然科学・社会科学に立脚しつつ、
新しい学問領域の構築を目指す

 国内外諸機関と連携・交流し、現実問題を
体験的に修得する体制を整備

 外国人教員、留学生との種々の英語授業・
討議による国際性の向上

専攻 目標 課程

地球環境学専攻 主に研究者養成 博士後期課程

環境マネジメント専攻 主に実務者養成 修士課程と博士後期課程



東南アジアを中心としたパートナー大学との協働教育・共同研究
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ダナン大学

王立農業大学

コンケン大学

ﾏﾗﾔ大学

フエ大学

バンドン工業大学

チャンパサック大学

清華大学（深セン）

マヒドン大学

ボゴール農業大学

ハノイ理工科大学

パートナー大学の例

取組み例： 海外サテライト形成によるASEAN横
断型環境・社会イノベーター創出事業
（2015年度より実施）

→ 地域性を理解し，環境・社会問題の解決を実
践するグローバル人材のニーズに応えるべく、
ダブルディグリープログラム等を実施

京都大学 現地大学

3年制ダブルディグリー修士コース

海外
サテライト

共同実施科目

学位
論文

学位
論文

学位
論文

現地科目京大科目

2年制基本
修士コース

1年目

2年目

3年目

ダブルディグリープログラム
の仕組みの概念図



スーパーグローバル大学創成支援事業「京都大学ジャパン
ゲートウェイ構想」に「環境学分野」として参画 10

海外大学と学術交流協定・学生交流協定を締結

学生交流・派遣

インターン研修等 特別聴講学生
特別研究学生

学生交流・受入

単位互換制度に基づく国際
共同教育プログラムの構築

研究交流・国際共同
研究の推進

国際共著論文の増加

地球環境学の教育・研究における国際的ハブ形成へ

ダブル・ディグリー制度の確立
（ジョイント・ディグリーを含む）


